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今回、我々は内側側頭葉萎縮の程度を自動的に定量化できる MRI 画像解析ソフト Voxel-Based 
Specific Regional Analysis System for Alzheimer's Disease (VSRAD) advance を用いて、DAT 患
者の被害妄想と内側側頭葉萎縮の関連性について検討した。 
【対象】対象は DSM-Ⅳの診断基準において DATと診断された患者 31名である。 
【方法】全例において頭部 MRI 検査を施行後、VSRAD advanceを用いて解析した。内側側頭葉萎縮の
程度は、嗅内野皮質、海馬、扁桃体を含む関心領域における正の zスコアの平均値である Z値を用
いて評価した。内側側頭葉萎縮が強くなるほど、Z値は大きくなる。患者は、被害妄想のある DAT患
者群 (D 群; 13 名)と被害妄想のない群 (ND 群; 18名) に分類した。 
【結果】D 群では、両側、右側、左側の Z 値はそれぞれ 2.45、2.69、2.19 を示した。ND群では、そ
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DAT 患者群 (D群; 13 名)と被害妄想のない群 (ND群; 18 名) に分類した。 
結果であるが、D群では、両側、右側、左側の Z値はそれぞれ 2.45、2.69、2.19を示した。ND群
では、それぞれ 2.00、2.00、1.95を示した。D群では ND群と比較して、右側の Z値が有意に高値を
示した (p＜0.05)。 
 
本研究により、DAT患者では右側内側側頭葉萎縮が被害妄想の発現に関連している可能性があるこ
とが示唆された。 
 
本研究は、アルツハイマー型認知症患者では右側内側側頭葉萎縮が被害妄想の発現に関連している可
能性を明らかにしたものであり、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
 
 
 
